
第３学年３組 技術・家庭科（技術分野）学習指導案 

指導者 ○○ ○○  

１ 題 材 「より精度の高い人工知能を開発しよう」 

２ 指導観 

〇 生成系の人工知能の発展によって，世界的な技術イノベーションが起きている。人工知能の第

四次変革期といわれる現在において，人工知能に対する利活用方法やガバナスを議論することは

もちろん，ブラックボックス化した人工知能技術の基本的な理解が，国内外で高まっている。 

本題材では，Python を用いたプログラムを使用し，手書き数字を識別する人工知能を作成する

ことを通して，人工知能の基本的な構造を捉えることや，人工知能の利活用方法や管理方法を検

討することをねらいとする。本題材では，人工知能を作成する際に必要な学習回数や中間層の構

成，学習方法を変数として，画像認識の精度を高めるためのプログラミングによるトライアンド

エラーが可能であり，人工知能の基本的な構造を捉えることが容易となる。また，人工知能の作

成時に問題となる過学習や学習コストと，前述の変数のトレードオフの関係があることから，問

題解決能力の育成が可能である。これらを踏まえ，本題材を取り扱うことは意義深いと考える。 

〇 本学級の生徒は，事前のアンケートにおいて，88％の生徒が小学校段階でプログラミングの経

験があると答えており，中学校第２学年で，ビジュアル型プログラミング言語を用いたプログラ

ムを行っている。続いて，人工知能に対するに興味や関心があるか問うたところ，93％の生徒が

あると答えた。しかし，人工知能の基本的な技術を学習した経験があると答えた生徒は，一人も

いなかった。人工知能に対するイメージを問うたところ，「楽しそう」「凄い技術」などのイメー

ジをもっている生徒が多数見られたものの，「怖い」「進化が恐ろしい」など，不安感をもつ生徒

が数名見られた。これらより，プログラミングの経験者が多いことから，小学校の学習との体系

性を意識し，発展的なテキスト型プログラミング言語を指導する必要がある。また，プログラミ

ング初学者の苦手意識が助長されないよう工夫する必要がある。さらに，生活や社会における人

工知能との繋がりを意識し，興味や関心を引き出しつつ，不安感を解消することが必要である。 

３ 目 標 

 ○ 人工知能の基本的な仕組みを踏まえ，画像認識の精度を高めるような Python のプログラムを

作成することができる。  

 ○ 人工知能の作成に必要な学習回数や中間層の構成，学習方法を変数として，過学習や学習コス

トを考慮した画像認識の精度を高める工夫ができる。 

 ○ 生活や社会における人工知能の利活用方法や管理方法を検討しようとしている。 

  

４ 計 画（７時間）       知：知識・技能 思：思考・判断・表現 態：主体的に学習に取り組む態度 

次 配時 学習活動 評価規準 

一 １ １ 人工知能やコンピュータの歴史を調べる。 

 

 

 

 

知：コンピュータの演算速度やネ

ットワークの速度向上によるデ

ータリソースの形成を視点に，

人工知能が発達した要因を説明

することができる。 

二 ２ ２ 画像認識における FCNN を調べる。 

（1）画像認識における FCNN の仕組みを捉える。 

（2）FCNN モデルを作成する。 

思：FCNN モデルにおける学習回数

や中間層の数，ニューロン数の

差異がもたらす認識精度への影

響を説明することができる。 

三 ３ ３ 画像認識における CNN を調べる。 

（1）画像認識における CNN の仕組みを捉える。 

（2）CNN モデルを作成する。【本時】 

（3）実際の手書き数字の識別 

思：CNN モデルにおける学習回数や

フィルタ数，バッチサイズの差

異がもたらす認識精度への影響

を説明することができる。 

四 １ ４ 人工知能の評価・選択，管理・運用の在り方を

話し合う。 

態：これからの生活や社会におけ

る人工知能の活用事例や管理方

法を考案しようとしている。 

＜学習課題＞  

手書き数字を正しく識別できる人工知能を

開発しなさい。  

 個人情報保護のため， 

 生徒観は省略しています。 



５ 本 時  令和５年１１月１０日（金） 第４校時 計画 第三次の２ 技術室にて 

（1） 主 眼 

  ○ 手書き数字の認識精度を高めるプログラム作成することを通して，学習回数や層の数，フィ

ルタ数，バッチサイズの差異がもたらす認識精度への影響を説明することができる。 

（2） 準 備 

  ①学習プリント ②手書き数字のモデル ③縦線を抽出するフィルタのモデル  

④横線を抽出するフィルタのモデル  

（3） 過 程 

学習活動・内容 準備 主 な 手 だ て （ ○ ） と 評 価 （ ◇ ）  形態 配時 

（前時）CNN の仕組みを捉える。  

 

 

○ 効果的に画像の特徴量を抽出する方

法を捉えさせるために，縦線や横線な

どの線形フィルタのモデルから特徴を

抽出する様子を提示し，FCNN との違い

を問う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ CNN における特徴量を抽出

する様子を想起する。 

 ・線形フィルタを用いた特徴

量抽出の方法 

 

 

 

 

２ プログラムを用いて CNN モ

デルを作成する。 

・学習コスト 

・過学習の特徴 

 

 

３ 各変数の差異がもたらす認

識精度への影響を話し合う。 

・学習回数の影響 

・層の数の影響 

・フィルタ数の影響 

・バッチサイズの影響 

 

４ モデルを評価する。 

 ・各変数と過学習や学習時間

のトレードオフの関係 

① 

② 

③ 

④ 

 

 

 

 

 

 

 

○ フィルタを用いた特徴量抽出の長所

を捉えさせるために，特徴マップのデ

ータ分布を提示し，画像のピクセル単

位の空間的な関係を問う。 

 

 

 

 

○ CNN モデルにおけるトレードオフの

関係に気付かせるために，テストロス

とトレーニングロスを縦軸に，学習回

数を横軸にグラフで提示し，過学習の

有無を問う。 

 

○ テストロスを減らす条件を整理させ

るために，学習回数やフィルタ数，バ

ッチサイズを変数として認識精度を比

較・分析するよう促す。 

 

 

 

○ CNN モデルの各変数の是非を捉えさ

せるために，プログラムの改善箇所や

改善の意図，テストロスの数値を整理

するよう促す。 

◇ 学習回数やフィルタ数，バッチサイ

ズの差異がもたらす認識精度への影響

と過学習や学習時間を考慮してプログ

ラムを作成することができる。 

＜学習プリント分析＞ 
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めあて 

 CNN を用いて，テストロス

を減らす条件を見出そう。 

＜CNN における最適化の要素＞ 

・学習回数    ・層の数 

・フィルタ数   ・バッチサイズ 

＜トレードオフの要素＞ 

・過学習    ・学習コスト 


